
 

 

    

 

地方創生☆政策アイデアコンテスト 2023 
 

「中部経済産業局長賞」受賞者の政策アイデアの概要 
 

【高校生・中学生以下の部】 

所属・個人名/ 

チーム名 
三重県立昴学園高等学校 山中 百合花 

政策アイデアの 

タイトル 
住みやすい町大台町を空き家で人口増加プロジェクト 

政策アイデアの 

対象自治体 
三重県 大台町 

政策アイデアの 

概 要 

○大台町では人口減少と少子高齢化が進行している。町民アンケ

ートによる分析では、大台町の子育て支援は充実しているもの

の、空き家が多い、交通が不便、仕事や働く場所の選択肢が少

ない等の地域課題があることがわかった。 

○こうした課題を解決し、住民を増やす施策として空き家を活用

した 1年間の「お試し移住」を提案。お試し移住者は空き家を

住居やワーキングスペースとして利用できる。また、お試し移

住者には、担当者による生活サポートや車のレンタル等の支援

を行う。 

○他の地域では行っていない1年間のお試し移住で大台町の住み

やすさを実際に体験してもらうことで、移住による人口増加を

目指す。 

 

【大学生以上一般の部】 

所属・個人名/ 

チーム名 
南山大学神野ゼミ C班 

政策アイデアの 

タイトル 
常滑市といえば、、、常滑焼!!!に 

政策アイデアの 

対象自治体 
愛知県 常滑市 

政策アイデアの 

概 要 

○常滑市は中部国際空港が位置し、多くの外国人が訪れる都市で

ある。産業分野では伝統工芸品である常滑焼が有名だが、近年

では印象の薄れ、出荷額の減少、後継者不足という課題を抱え

ている。 

○常滑市には「合格祈願の町」という一面があることにも着目し、

外国人観光客・地元受験生をターゲットとして、常滑焼及び常

滑市を PR することを提案。 

○国内外において常滑焼・常滑市の需要と認知度を高めること

で、常滑焼の輸出・常滑市への観光客を増やし、地域経済の活

性化を目指す。 
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